




要約:幼児期肥満,学齢期肥満,高血圧,高コレステロール血症などの危険因子を持つものは

5から 10%いるといえ,その頻度は増加の傾向をみせている。これらの危険因子には学齢期

以後でトラッキングの傾向があった。危険因子の効果的な検出には,乳幼児健康審査,学校

保健との密接な連携が必要であり,このためには,各種危険因子の測定や判定を統一する事

が重要である。このための検討がなされ,この研究班の基準が設定された。今後,長期にわ

たる追跡調査が不可欠である。 


